
令和３年度第 12回 県政インターネットモニターアンケート

観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

南海トラフ地震についての県民意識調査－巨大地震についての基本的な考え方

※グラフの中の「ｎ」は、各設問の回答者総数を示す。

※各回答項目の割合（％）は、端数処理の関係上（小数第二位を四捨五入）、合計が

100％にならない場合がある。

○観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

観光の発展は、国内外からの交流人口の拡大により、地域産業の活性化や雇用

創出などの経済的効果に加え、異なる価値観の尊重や国際的な相互理解の促進、

地域への愛着や誇りの醸成など、多岐に渡り大きな効果が期待できます。

新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受けた観光産業の早期回復と、

将来的な本県観光の持続的な発展に向けて、県民の旅行状況や旅行者の受け入れ

に対する意識などを把握することにより、今後の観光施策の参考とさせていただ

きたいので、御協力をお願いします。

○南海トラフ地震についての県民意識調査－巨大地震についての基本的な考え

方

静岡県から西日本にかけての広い範囲で大きな被害が想定される「南海トラフ地

震」はいつ起きてもおかしくないと言われています。

県では、県民の皆様の巨大地震に対する考え方や日頃の備えなどについてお伺い

し、今後の防災啓発事業を進めていく上での参考にさせていただきたいと考えて

おります。

調査は「①巨大地震についての基本的な考え方」と「②巨大地震に対する備え」

の２回に分けてお聞きします。今回は「巨大地震についての基本的な考え方」に

ついてお聞きします。

お忙しいところ恐れ入りますが、趣旨を御理解いただき、本調査への御協力をお

願いします。

※「巨大地震に対する備え」は、次回（第 13 回）のアンケートでお聞きします。



回答者数：644 人（回答率：84.0％）

カテゴリー名 回答者数 ％

性別

男性 293 45.5%

女性 349 54.2%

その他 2 0.3%

年代

10 代 7 1.1%

20 代 15 2.3%

30 代 83 12.9%

40 代 147 22.8%

50 代 163 25.3%

60 代 113 17.5%

70 代 93 14.4%

80 代 23 3.6%

90 代 0 0.0%

住所

賀茂 8 1.2%

東部 200 31.1%

中部 231 35.9%

西部 205 31.8%

県外 0 0.0%

職業

自営業 35 5.4%

会社員 216 33.5%

公務員 13 2.0%

パート・内職従事者 121 18.8%

学生 14 2.2%

無職 213 33.1%

その他 32 5.0%



○観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

問１ 令和２年１月から 12 月までの１年間に、宿泊を伴う旅行に、どの程度行きま

したか。（回答数は 1つ）

１ 10回以上 
0.8%

２ ７回から９
回 0.3%

３ ４回から６
回 3.3%

４ ２回から３
回 12.6%

５ １回 
16.5%

６ 行っていな
い 66.6%

n=644（回答数１）



問２ 旅行先をどのように探しますか。（回答数は３つまで）



問３ 旅行先を選ぶときに、料金以外にどのようなことを重視しますか。（回答数は

３つまで）



問４ 旅行先でどのようなことが印象に残りますか。（回答数は３つまで）



問５ 観光客の受入について、どのように考えますか。

（回答数は１つ）

１ ぜひ来て
ほしい 27.2%

２ できれば
来てほしい 

36.6%

３ あまり来
ないでほしい 

17.9%

４ 絶対に来
ないでほしい 

0.6%

５ 特に何も
思わない 

14.6%

６ その他 
3.1%

n=644（回答数１）



問５－２ 問５で選択肢１または２を選択された方に伺います。その理由は何ですか。

（回答数は２つまで）



問５－３ 問５で選択肢３または４を選択された方に伺います。その理由は何ですか。

（回答数は２つまで）



問６ あなたの住む地域に対して誇りや愛着を持っていますか。

（回答数は１つ）

１ 非常に
持っている 

21.6%

２ ある程度
は持っている 

66.1%

３ あまり
持っていない 

8.9%

４ まったく
持っていない 

1.4%

５ 分からな
い 2.0%

n=644（回答数１）



問６－２ 問６で選択肢１または２を選択された方に伺います。あなたの住む地域を

訪れた方に、地域の魅力を紹介できますか。（回答数は１つ）

１ 十分に紹
介できる 

11.2%

２ ある程度
は紹介できる 

69.2%

３ あまり紹
介できない 

18.1%

４ まったく
紹介できない 

0.7%

５ 分からな
い 0.9%

n=565（回答数１）



問７ 新型コロナウイルス感染症の拡大前と現在で、国内旅行に対する気持ちに変化

がありましたか。（回答数は１つ）

１ 拡大前より
も、旅行意欲が
高まっている 

12.9%

２ 拡大前と同
程度、旅行意欲
がある 33.2%

３ 拡大前より
も、旅行意欲が
減った 40.7%

４ 拡大後もし
ばらく旅行意欲
があったが、今
は旅行意欲がな

い 6.4%

５ 国内旅行に
行かない 6.8%

n=644（回答数１）



問７－２ 問７で選択肢１～４を選択された方に伺います。今後国内旅行に行くかど

うか判断する際、何を基準にすると思いますか。（回答数は２つまで）



問８ 新型コロナウイルス感染症の拡大前と現在で、海外旅行に対する気持ちに変化

がありましたか。（回答数は１つ）



問８－２ 問８で選択肢１～４を選択された方に伺います。今後海外旅行に行くかど

うか判断する際、何を基準にすると思いますか。（回答数は２つまで）



問９ 新型コロナウイルス感染症の拡大で、旅行に関する意識や行動の変化はありま

したか。（回答数は３つまで）



問 10 今後どのような観光をしたいですか。（回答数は３つまで）



問 11 今後どのような観光を避けたいですか。（回答数は３つまで）



問 12 観光地などでリモートワークしながら休暇をとる「ワーケーション」（「ワーク

（仕事）＋バケーション（休暇）」を組み合わせた言葉）が注目を集めていますが、

ワーケーションを知っていますか。（回答数は１つ）

問 13 ワーケーションをしたことがありますか。（回答数は１つ）

１ 知ってい
る 48.4%２ 聞いたこ

とはある 
36.5%

３ 聞いたこ
とがない 

15.1%

n=644（回答数１）

１ したこ
とがある 

1.2%

２ したこ
とがない 

98.8%

n=644（回答数１）



問 13－２ 問 13 で選択肢２を選択された方に伺います。今後ワーケーションをして

みたいと思いますか。（回答数は１つ）

問 14 今後の県の観光施策に関して、ご意見やご提案等がありましたら、ご自由にお

書きください。（500 字以内）

担当課名 観光政策課

電話 054-221-3617

FAX 054-221-3627

メールアドレス kankou2@pref.shizuoka.lg.jp

１ したいと
思う 5.7%

２ したいと
思うが、勤務
環境が整って
いないので難
しい 18.6%

３ したいと
思わない 

23.4%

４ 仕事をし
ていない、も
しくは業務内
容が適してい
ないため、で
きない 45.1%

５ わからな
い 7.2%

n=636（回答数１）



○南海トラフ地震についての県民意識調査－巨大地震についての基本的な考え方

問１ 同居されている方のうち、次に該当する方がいますか。（複数回答可）



問２ あなたのご自宅は津波浸水想定区域内ですか。それとも区域外ですか。ご不明

な方は、市町の防災マップ、又は、以下のＬＩＮＫで津波浸水想定区域を確認するこ

とができます。（回答数は１つ）

https://www.gis.pref.shizuoka.jp/?z=14&ll=34.809967%2C138.324478&t=roadmap&

mp=11001&op=70&vlf=000800000000000008

１ 区域内 
16.6%

２ 区域外 
73.9%

３ わから
ない 9.5%

n=644（回答数１）



問３ あなたは現在、南海トラフ地震にどの程度の関心を持っていますか。（回答数

は１つ）

※「南海トラフ地震」は、関東地方から九州地方の広い範囲で強い揺れが発生し、静

岡県内でも震度６弱から６強、一部では震度７となる可能性があります。また沿岸部

では、３ｍを超える大津波が各地で発生し、一部では、20ｍを超える予想もされてい

ます。

１ 非常に関
心がある 

57.5%

２ 多少関心
がある 36.6%

３ あまり関
心はない 

4.3%

４ 全く関心
がない 1.6%

n=644（回答数１）



問４ あなたは、南海トラフ地震が起きた場合、どのようなことが心配ですか。（複

数回答可）



問５ 日頃、大雨警報や避難情報など緊急時の防災情報を主にどのような手段で入手

していますか。（回答数は１つ）



問６ 以下の【前提条件】のような大きな地震が起きた場合、あなたは身を守ること

ができますか。（回答数は１つ）

【前提条件】突然、震度６強以上の地震（立っていることが困難な揺れ。家の中では

固定していない家具類はほとんど倒れる。）が起きた場合を想像してお答えください。

１ 無事だと思う 
11.2%

２ 軽いけがぐら
いはするかもしれ

ない 44.1%

３ 大けがをする
危険性があると思 

24.5%

４ 死ぬ恐れもあ
ると思う 20.2%

n=644（回答数１）



問７ 津波に対する行動について伺います。浸水想定区域にお住まいの方は自宅や自

宅周辺で地震にあった場合を想定してください。それ以外の方は沿岸部を訪れていて

地震にあった場合を想定してください。【前提条件】のような大きな地震が起きた場

合、あなたはどのように行動しますか。（回答数は１つ）

【前提条件】突然、震度６強以上の地震（立っていることが困難な揺れ。家の中では

固定していない家具類はほとんど倒れる。）が起きた場合を想像してお答えください。

※（参考）平成 25 年６月に公表した静岡県第４次地震被害想定では、津波の到達時

間は場所によっては最短で２分です。東日本大震災では地震発生から 30 分ほどで各

地に大きな津波が到達したとされています。静岡県ではそれよりも早い時間で大きな

津波が襲来する可能性があります。津波到達時間は以下のＬＩＮＫで確認できます。

地点をクリックすると到達時間が表示されます。

https://www.gis.pref.shizuoka.jp/?z=14&ll=34.940692%2C138.413242&t=roadmap&

mp=1802&op=70&vlf=-1

避難を予定していた場所の破損、避難途中の道が塞がれ通ることができないなど、あ

らかじめ決めた行動ができないかもしれません。津波想定した避難行動においては

様々な要因を考慮して考えておくことが必要です。



問８ 【前提条件】のような大きな地震が起きた場合、救助・救急活動などの応急活

動を迅速かつ円滑に行う必要があります。公共交通機関が運行を停止することも考え

られる中、外出先や勤務先から一斉に帰宅を始めてしまうと、緊急車両の通行を妨げ、

応急活動に支障をきたすことが懸念されます。そのため、外出先や勤務先にいる時に

【前提条件】にあるような大きな地震が起きた場合は、「むやみに移動を開始しない」

ことが原則です。あなたは、この原則を知っていましたか。（回答数は１つ）

【前提条件】突然、震度６強以上の地震（立っていることが困難な揺れ。家の中では

固定していない家具類はほとんど倒れる。）が起きた場合を想像してお答えください。

※（参考）静岡県では、大規模な災害が発生した際に緊急車両が通行する新東名高

速道路や東名高速道路、国道や主要な県道などの幹線道路を「緊急輸送路」に指定し

ています。

※（参考）企業等にお勤めの方が勤務先にいる時に大きな地震が発生した場合は、

企業の施設内に一定期間待機するなど、企業がルールを定めている場合がありますの

で、これに従ってください。

また、繁華街など外出時に大きな地震が発生した場合は、近くの公園などの広く

安全な場所に避難する必要がありますが、消火活動や救助・救急活動の妨げにならな

いよう、徒歩で移動するようにしましょう。

１ 知ってい
た 41.6%

２ 知らな
かった 
58.4%

n=644（回答数１）



問９ 災害が発生したときの避難のため、市町はあらかじめ緊急避難場所や避難所を

指定しています。また、緊急避難場所には災害種別ごとに指定があります。あなたは

知っていますか。（回答数は１つ）

※（参考）避難場所の災害種別については、防災マップによる確認、避難場所周辺に

掲げられた看板で確認するか、お住まいの市町の防災担当課へお問合せください。ま

た、静岡県総合防災アプリ「静岡県防災」でも確認ができます。

１ 災害種別
ごとに緊急避
難場所や避難
所があること
を知っていて
場所も知って
いる 33.2%

２ 災害種別
ごとに緊急避
難場所や避難
所があること
を知っている
が場所は知ら
ない 25.8%

３ 災害種別
ごとに緊急避
難場所や避難
所があること
を知らなかっ

た 41.0%

n=644（回答数１）

災害種別が表示された 災害種別が表示された看板



問 10 災害発生後、一定期間避難が必要となった場合に、避難先として選択する可能

性が高いものを答えください。（回答数は１つ）

１ 市町が指
定した避難所 

66.8%
２ 親戚、知
人宅 11.8%

３ 自動車内 
12.0%

４ ホテル・
旅館等 6.1%

５ その他 
3.4%

n=644（回答数１）



問 10-2 問 10 の避難先を選択した理由は何ですか。（複数回答可）



問 11 避難所で一定期間避難生活を送る場合、避難所利用者が主体となって避難所運

営を行うことを知っていますか。（回答数は１つ）

１ 知って
いる 46.9%

２ 知らな
かった 
53.1%

n=644（回答数１）



問 12 地震が起きた際に、離れている家族と安否を確認する手段として何を使うこと

を考えていますか。（複数回答可）

※南海トラフ地震発生時には通信機器の破損や回線が混雑し、連絡がとれなくなる場

合があります。日頃から複数の手段で家族の安否ができるように家庭内で訓練をして

おきましょう。



問 13 「南海トラフ地震臨時情報」について知っていますか。（回答数は１つ）

※南海トラフ地震による被害防止・軽減のため、気象庁では平成元年５月 31 日から

「南海トラフ地震臨時情報」の運用を開始しています。詳しくはこちらをご覧くださ

い。

http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/topics/shirumanabushiraberu/doc

uments/guidebook1024shuusei.pdf



問 14 今後、県や市町が行う防災対策について、要望がありますか。（500 字以内）

担当課 危機管理部危機情報課

電話番号 054-221-3366

ＦＡＸ 054-221-3252

メール boujou@pref.shizuoka.lg.jp

１ 知って
いる（内容
を概ね理解
している） 

22.2%

２ 聞いた
ことはある
が内容は知

らない 
38.4%

３ 聞いた
ことがない 

39.4%

n=644（回答数１）


